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(57)【要約】
【課題】表示色のバランス調整を精度良く行うことが可
能な液晶表示装置を提供する。
【解決手段】液晶表示装置１００は、ＴＦＴ基板１と、
赤色、緑色および青色のカラーフィルター２２が設けら
れる対向基板２と、ＴＦＴ基板１と対向基板２との間に
設けられる液晶層３０と、青色に対応するサブ画素５３
と、青色以外の赤色および緑色に対応するサブ画素５１
およびサブ画素５２とを含む画素５とを備え、青色のサ
ブ画素５３の開口率が、赤色のサブ画素５１および緑色
のサブ画素５２の開口率よりも高くなるように開口率が
調整され、開口率が調整された状態での画素５の輝度を
落とすことなく、青色のサブ画素５３と赤色のサブ画素
５１および緑色のサブ画素５２との駆動電圧がそれぞれ
調整されることにより、駆動電圧による透過率の調整が
行われている。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素選択用の薄膜トランジスタが設けられる第１基板と、
　前記第１基板と対向するように配置され、複数の色のカラーフィルターが設けられる第
２基板と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に設けられる液晶層と、
　前記複数の色のカラーフィルターのうち、少なくとも１つの色に対応する第１サブ画素
と、前記第１サブ画素に対応する色以外の色に対応する第２サブ画素とを含む画素とを備
え、
　前記第１サブ画素および前記第２サブ画素の少なくとも一部を遮光することにより、前
記第１サブ画素の開口率が、前記第２サブ画素の開口率よりも高くなるように開口率が調
整され、
　前記開口率が調整された状態での前記画素の輝度を落とすことなく、前記第１サブ画素
および前記第２サブ画素の駆動電圧がそれぞれ調整されることにより駆動電圧による透過
率の調整が行われている、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記駆動電圧による透過率の調整は、最大の透過率を得ることができる駆動電圧を基準
に最大階調時の駆動電圧を調整することにより、最大の透過率に対する最大階調時の透過
率の比である透過率比を調整することによって行われ、
　前記第１サブ画素の最大階調時の前記透過率比を高くするとともに、前記第１サブ画素
の透過率比の上昇量以下の調整幅で前記第２サブ画素の最大階調時の前記透過率比を低く
することにより、前記開口率が調整された状態での前記画素の輝度を落とすことなく、前
記第１サブ画素および前記第２サブ画素の最大階調に対応する駆動電圧がそれぞれ調整さ
れている、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１サブ画素および前記第２サブ画素の最大階調に対応する駆動電圧の調整による
前記画素全体の輝度調整量は、前記第１サブ画素および前記第２サブ画素の開口率の調整
による前記画素全体の輝度調整量よりも小さくなるように構成されている、請求項１また
は２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記画素には、赤色、緑色および青色のカラーフィルターが設けられ、
　前記第２サブ画素よりも開口率の高い前記第１サブ画素が、前記青色のカラーフィルタ
ーに対応するとともに、前記第２サブ画素が、前記赤色または前記緑色のカラーフィルタ
ーの少なくとも一方に対応するように配置されている、請求項１～３のいずれか１項に記
載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記画素には、赤色、緑色および青色のカラーフィルターが設けられ、
　前記第２サブ画素よりも開口率の高い前記第１サブ画素が、前記赤色および前記緑色の
カラーフィルターのそれぞれに対応するとともに、前記第２サブ画素が、前記青色のカラ
ーフィルターに対応するように構成されている、請求項１～３のいずれか１項に記載の液
晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１サブ画素および前記第２サブ画素の外縁部に沿って設けられた遮光機能を有す
るブラックマトリクス膜をさらに備え、
　前記ブラックマトリクス膜は、前記第１サブ画素と平面視で重なる第１遮光領域と、前
記第２サブ画素と平面視で重なる第２遮光領域とを有し、
　前記第１遮光領域と前記第２遮光領域とは、それぞれ、前記第１サブ画素および前記第
２サブ画素が隣接する方向に延びる部分と、前記第１サブ画素および前記第２サブ画素が
隣接する方向と直交する方向に延びる部分とを有する枠状に形成され、
　前記枠状の第２遮光領域の延びる方向と直交する方向の幅が、前記枠状の第１遮光領域
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の対応する幅よりも大きくなるように形成されることによって、前記第１サブ画素の開口
率が前記第２サブ画素の開口率よりも高くなるように調整されている、請求項１～５のい
ずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１基板側に設けられ、前記薄膜トランジスタのソース／ドレインの一方に接続さ
れる画素電極と、
　前記第１基板側に設けられ、絶縁膜を挟んで前記画素電極と対向するように配置される
共通電極とをさらに備え、
　前記画素電極および前記共通電極のうち前記液晶層側に配置される方には、複数のスリ
ットが形成され、
　前記ブラックマトリクス膜は、平面的に見て、前記第２サブ画素の外縁部近傍の前記複
数のスリットの端部が多く配置される側を前記第２遮光領域が覆うように形成されている
、請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１基板側に設けられ、前記薄膜トランジスタのソース／ドレインの一方に接続さ
れる画素電極と、
　前記第１基板側に設けられ、絶縁膜を挟んで前記画素電極と対向するように配置される
共通電極とをさらに備え、
　前記画素電極および前記共通電極のうち前記液晶層側に配置される方には、複数のスリ
ットが形成され、
　前記ブラックマトリクス膜は、平面的に見て、前記第２サブ画素の外縁部近傍の、前記
複数のスリットの端部が多く配置される側とは異なる側を前記第２遮光領域が覆うように
形成されている、請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記液晶層は、オフ電圧を印加した状態で光を透過しないノーマリーブラック方式、ま
たは、オフ電圧を印加した状態で光を透過するノーマリーホワイト方式のいずれかにより
構成され、
　前記液晶層がノーマリーブラック方式の場合には、前記開口率が調整された状態での輝
度を落とすことなく、前記第１サブ画素の最大階調に対応する駆動電圧が、前記第２サブ
画素の最大階調に対応する駆動電圧よりも高くなるように調整され、
　前記液晶層がノーマリーホワイト方式の場合には、前記開口率が調整された状態での輝
度を落とすことなく、前記第１サブ画素の最大階調に対応する駆動電圧が、前記第２サブ
画素の最大階調に対応する駆動電圧よりも低くなるように調整されている、請求項１～８
のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の液晶表示装置を備える、電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置および電子機器に関し、特に、複数の色のカラーフィルターが
設けられる液晶表示装置および電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の色のカラーフィルターが設けられる液晶表示装置が知られている（たとえ
ば、特許文献１参照）。上記特許文献１に開示された液晶表示装置は、一対の基板と、一
対の基板の間に封入される液晶層と、いずれか一方の基板に設けられる赤色、緑色および
青色のカラーフィルターに対応する３つのサブ画素を含む画素とを備えている。３つサブ
画素のカラーフィルターはそれぞれ面積が異なり、青色のカラーフィルターの面積＞赤色
のカラーフィルターの面積＞緑色のカラーフィルターの面積となるように構成されている
。上記特許文献１による液晶表示装置では、各色のカラーフィルターの面積を調整するこ
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とにより、各色のカラーフィルターの透過率の差異や、各色の光の視感度の差異などに起
因する各色の表示バランスを調整するように構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平６－５１３０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の液晶表示装置では、各色のカラーフィルターの
面積をそれぞれ異ならせることにより各色の表示バランスを調整する一方、製造上の誤差
などに起因してカラーフィルターを設計通りの面積に調節するのが困難であるという不都
合がある。また、液晶表示装置内の設計変更や製造プロセスのばらつきに起因して各色の
サブ画素の透過率バランスが崩れ、特に白色の表示色が色づく（黄色味や青色味を帯びる
）場合がある。この場合に、上記特許文献１に記載の液晶表示装置では、設計段階でカラ
ーフィルターの面積が調整される一方、設計後（製造後）に微調整をするのが困難である
ので、各表示色のバランス調整を精度良く行うのが困難であるという問題点がある。
【０００５】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、表示色のバランス調整を精度良く行うことが可能な液晶表示装置および電子機
器を提供することである。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００６】
　上記目的を達成するために、この発明の第１の局面における液晶表示装置は、画素選択
用の薄膜トランジスタが設けられる第１基板と、第１基板と対向するように配置され、複
数の色のカラーフィルターが設けられる第２基板と、第１基板と第２基板との間に設けら
れる液晶層と、複数の色のカラーフィルターのうち、少なくとも１つの色に対応する第１
サブ画素と、第１サブ画素に対応する色以外の色に対応する第２サブ画素とを含む画素と
を備え、第１サブ画素および第２サブ画素の少なくとも一部を遮光することにより、第１
サブ画素の開口率が、第２サブ画素の開口率よりも高くなるように開口率が調整され、開
口率が調整された状態での画素の輝度を落とすことなく、第１サブ画素および第２サブ画
素の駆動電圧がそれぞれ調整されることにより、駆動電圧による透過率の調整が行われて
いる。
【０００７】
　この第１の局面による液晶表示装置では、上記のように、第１サブ画素の開口率が、第
２サブ画素の開口率よりも高くなるように開口率を調整した後、第１サブ画素および第２
サブ画素の駆動電圧をそれぞれ調整することにより駆動電圧による透過率の調整を行うこ
とによって、各サブ画素の面積（開口率）の調整のみを行う場合と比較して、白色表示時
の各表示色のバランス調整をより精度良く行うことができる。また、開口率調整後の画素
の輝度を落とすことなく、駆動電圧による第１サブ画素および第２サブ画素の透過率の調
整を行うことによって、開口率および透過率の両方を調整した場合にも、画素全体として
の輝度低下を抑制することができる。
【０００８】
　上記第１の局面による液晶表示装置において、好ましくは、駆動電圧による透過率の調
整は、最大の透過率を得ることができる駆動電圧を基準に最大階調時の駆動電圧を調整す
ることにより、最大の透過率に対する最大階調時の透過率の比である透過率比を調整する
ことによって行われ、第１サブ画素の最大階調時の透過率比を高くするとともに、第１サ
ブ画素の透過率比の上昇量以下の調整幅で第２サブ画素の最大階調時の透過率比を低くす
ることにより、開口率が調整された状態での画素の輝度を落とすことなく、第１サブ画素
および第２サブ画素の最大階調に対応する駆動電圧がそれぞれ調整されている。このよう
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に構成すれば、第１サブ画素の透過率比の上昇量が第２サブ画素の透過率比の低下量以上
となるので、容易に、開口率調整後の画素全体としての輝度を落とすことなく駆動電圧に
よる透過率の調整を行うことができる。
【０００９】
　上記第１の局面による液晶表示装置において、好ましくは、第１サブ画素および第２サ
ブ画素の最大階調に対応する駆動電圧の調整による画素全体の輝度調整量は、第１サブ画
素および第２サブ画素の開口率の調整による画素全体の輝度調整量よりも小さくなるよう
に構成されている。このように構成すれば、開口率の調整によって表示色のバランスを大
まかに調整した後、駆動電圧の調整によって微調整を行うことができる。これにより、駆
動電圧の調整による画素全体の輝度調整量が大きい場合と異なり、第１サブ画素と第２サ
ブ画素との最大階調時の駆動電圧の差が大きくなるのを抑制することができる。
【００１０】
　上記第１の局面による液晶表示装置において、好ましくは、画素には、赤色、緑色およ
び青色のカラーフィルターが設けられ、第２サブ画素よりも開口率の高い第１サブ画素が
、青色のカラーフィルターに対応するとともに、第２サブ画素が、赤色または緑色のカラ
ーフィルターの少なくとも一方に対応するように配置されている。このように構成すれば
、白色表示時の表示色が黄色味を帯びる場合に、黄色の補色である青色のサブ画素の開口
率（透過率）を赤色または緑色のサブ画素の少なくとも一方の開口率（透過率）に対して
相対的に高くすることができるので、黄色味を帯びた表示色を白色にすることができる。
【００１１】
　上記第１の局面による液晶表示装置において、好ましくは、画素には、赤色、緑色およ
び青色のカラーフィルターが設けられ、第２サブ画素よりも開口率の高い第１サブ画素が
、赤色および緑色のカラーフィルターのそれぞれに対応するとともに、第２サブ画素が、
青色のカラーフィルターに対応するように構成されている。このように構成すれば、白色
表示時の表示色が青色味を帯びる場合に、赤色および緑色のサブ画素の開口率（透過率）
を青色のサブ画素の開口率（透過率）に対して相対的に高くすることができるので、青色
味を帯びた表示色を白色にすることができる。
【００１２】
　上記第１の局面による液晶表示装置において、好ましくは、第１サブ画素および第２サ
ブ画素の外縁部に沿って設けられた遮光機能を有するブラックマトリクス膜をさらに備え
、ブラックマトリクス膜は、第１サブ画素と平面視で重なる第１遮光領域と、第２サブ画
素と平面視で重なる第２遮光領域とを有し、第１遮光領域と第２遮光領域とは、それぞれ
第１サブ画素および第２サブ画素が隣接する方向に延びる部分と、第１サブ画素および第
２サブ画素が隣接する方向と直交する方向に延びる部分とを有する枠状に形成され、枠状
の第２遮光領域の延びる方向と直交する方向の幅が、枠状の第１遮光領域の対応する幅よ
りも大きくなるように形成されることによって、第１サブ画素の開口率が第２サブ画素の
開口率よりも高くなるように調整されている。このように構成すれば、容易に、第１サブ
画素の開口率を、第２サブ画素の開口率よりも高くなるように調整することができる。
【００１３】
　上記ブラックマトリクスを備える構成において、好ましくは、第１基板側に設けられ、
薄膜トランジスタのソース／ドレインの一方に接続される画素電極と、第１基板側に設け
られ、絶縁膜を挟んで画素電極と対向するように配置される共通電極とをさらに備え、画
素電極および共通電極のうち液晶層側に配置される方には、複数のスリットが形成され、
ブラックマトリクス膜は、平面的に見て、第２サブ画素の外縁部近傍の複数のスリットの
端部が多く配置される側を第２遮光領域が覆うように形成されている。このように構成す
れば、視野角の広いＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）方式の液
晶表示装置において、ディスクリネーション（欠陥領域）が発生しやすいスリットの端部
を遮光することにより表示品質を向上させることができる。一方、スリットの端部周辺は
、ディスクリネーション（欠陥領域）の発生に起因して設計通りの開口率を得にくい。こ
の場合にも、開口率調整後に駆動電圧による第１サブ画素および第２サブ画素の透過率の
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調整を行うことができるので、表示品質を向上させながら、白色表示時の各表示色のバラ
ンス調整を精度良く行うことができる。
【００１４】
　上記ブラックマトリクスを備える構成において、好ましくは、第１基板側に設けられ、
薄膜トランジスタのソース／ドレインの一方に接続される画素電極と、第１基板側に設け
られ、絶縁膜を挟んで画素電極と対向するように配置される共通電極とをさらに備え、画
素電極および共通電極のうち液晶層側に配置される方には、複数のスリットが形成され、
ブラックマトリクス膜は、平面的に見て、第２サブ画素の外縁部近傍の、複数のスリット
の端部が多く配置される側とは異なる側を第２遮光領域が覆うように形成されている。こ
のように構成すれば、視野角の広いＦＦＳ方式の液晶表示装置において、ディスクリネー
ション（欠陥領域）が発生しやすい複数のスリットの端部が多く配置される側とは異なる
ディスクリネーションが発生しにくい側を覆うことにより、スリットの端部が多く配置さ
れる側を覆う場合と比較して、容易に開口率を設計値に近づけることができる。この場合
には、開口率調整が容易となるので、駆動電圧による第１サブ画素および第２サブ画素の
透過率の調整量を抑制することができる。これにより、第１サブ画素と第２サブ画素との
最大階調時の駆動電圧の差が大きくなるのを抑制しながら、白色表示時の各表示色のバラ
ンス調整を精度良く行うことができる。
【００１５】
　上記第１の局面による液晶表示装置において、好ましくは、液晶層は、オフ電圧を印加
した状態で光を透過しないノーマリーブラック方式、または、オフ電圧を印加した状態で
光を透過するノーマリーホワイト方式のいずれかにより構成され、液晶層がノーマリーブ
ラック方式の場合には、開口率が調整された状態での輝度を落とすことなく、第１サブ画
素の最大階調に対応する駆動電圧が、第２サブ画素の最大階調に対応する駆動電圧よりも
高くなるように調整され、液晶層がノーマリーホワイト方式の場合には、開口率が調整さ
れた状態での輝度を落とすことなく、第１サブ画素の最大階調に対応する駆動電圧が、第
２サブ画素の最大階調に対応する駆動電圧よりも低くなるように調整されている。このよ
うに構成すれば、ノーマリーブラック方式およびノーマリーホワイト方式のいずれの場合
にも、開口率調整後の画素全体の輝度を落とすことなく、第１サブ画素の最大階調時の透
過率を第２サブ画素の最大階調時の透過率に対して相対的に高くなるように調整すること
ができる。
【００１６】
　この発明の第２の局面による電子機器は、上記のいずれかの構成を有する液晶表示装置
を備える。このように構成すれば、白色表示時の各表示色のバランス調整を精度良く行う
ことが可能な液晶表示装置を備える電子機器を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第１実施形態による液晶表示装置の平面図である。
【図２】本発明の第１実施形態による液晶表示装置の画素の拡大図である。
【図３】図２の１５０－１５０線に沿ったサブ画素の断面図である。
【図４】本発明の第１実施形態による液晶表示装置の各サブ画素の開口率および駆動電圧
の調整前の状態を説明するための図である。
【図５】本発明の第１実施形態による液晶表示装置の各サブ画素の駆動電圧と透過率比と
の関係を説明するための図である。
【図６】本発明の第１実施形態による液晶表示装置の各サブ画素の開口率および駆動電圧
の調整後の状態を説明するための図である。
【図７】本発明の第２実施形態による液晶表示装置の画素の拡大図である。
【図８】本発明の第２実施形態による液晶表示装置の各サブ画素の開口率および駆動電圧
の調整後の状態を説明するための図である。
【図９】本発明の第３実施形態による液晶表示装置の画素の拡大図である。
【図１０】本発明の第１～第３実施形態による液晶表示装置を用いた第１の例による電子
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機器を説明した図である。
【図１１】本発明の第１～第３実施形態による液晶表示装置を用いた第２の例による電子
機器を説明した図である。
【図１２】本発明の第１～第３実施形態による液晶表示装置を用いた第３の例による電子
機器を説明した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１９】
（第１実施形態）
　図１～図６を参照して、本発明の第１実施形態による液晶表示装置１００の構成につい
て説明する。なお、第１実施形態では、ＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃ
ｈｉｎｇ）方式の液晶表示装置１００に本発明を適用した例について説明する。また、こ
の液晶表示装置１００は、オフ電圧を印加した状態で光を透過しないノーマリーブラック
方式となるように構成されている。
【００２０】
　本発明の第１実施形態による液晶表示装置１００は、図１に示すように、ガラス等の透
明材料からなるＴＦＴ基板１と、対向基板２とが設けられている。また、ＴＦＴ基板１上
には、駆動ＩＣ３が設けられているとともに、ＦＰＣ４（フレキシブルプリント基板：Ｆ
ｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔｓ）が接続されている。また、液晶表
示装置１００には、複数の画素５が設けられている。駆動ＩＣ３は、画素５に含まれる後
述するサブ画素５１、５２および５３（図２参照）に印加される駆動電圧を制御する機能
を有する。なお、ＴＦＴ基板１および対向基板２は、それぞれ、本発明の「第１基板」お
よび「第２基板」の一例である。
【００２１】
　図２に示すように、複数の画素５の各々は、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）
の３つのサブ画素５１（Ｒ）、５２（Ｇ）および５３（Ｂ）（図２の一点鎖線参照）から
構成されている。３つのサブ画素５１、５２および５３は、それぞれ、矢印Ｘ方向に延び
るゲート線６（短辺）および矢印Ｙ方向に延びるソース線７（長辺）によって囲まれた矩
形形状（長方形形状）を有している。なお、３つのサブ画素５１、５２および５３は、平
面的に見て略同一形状を有する。また、ゲート線６には、平面的に見て、各サブ画素５１
～５３の矢印Ｙ２方向側において、ゲート線６から矢印Ｙ１方向側（ソース線７が延びる
方向）に突出するとともに、矢印Ｙ方向に延びる矩形形状のゲート電極６ａが形成されて
いる。なお、赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５２は、それぞれ、本発明の「第
２サブ画素」の一例である。また、青色のサブ画素５３は、本発明の「第１サブ画素」の
一例である。
【００２２】
　また、画素５には、平面的に見て、各サブ画素５１～５３の外縁部に沿って設けられた
、遮光機能を有するブラックマトリクス２１が形成されている。各サブ画素５１、５２お
よび５３は、それぞれ表示領域（ブラックマトリクス２１により覆われない領域）５１ａ
、５２ａおよび５３ａを含んでいる。表示領域５１ａ、５２ａおよび５３ａは、バックラ
イト３１（図３参照）からの光を透過させることが可能なように構成されている。各サブ
画素５１、５２および５３には、それぞれ対応する赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（
Ｂ）のカラーフィルター２２（図３参照）が設けられることにより、各サブ画素５１、５
２および５３が対応する色（赤色、緑色および青色）を表示するように構成されている。
なお、ブラックマトリクス２１は、本発明の「ブラックマトリクス膜」の一例である。
【００２３】
　また、第１実施形態では、各サブ画素５１～５３は、青色のサブ画素５３の開口率が、
赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５２の開口率よりも高くなるように調整されて
いる。具体的には、サブ画素５３の表示領域５３ａの矢印Ｘ方向の幅Ｗ１が、サブ画素５
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１および５２の表示領域５１ａおよび５２ａの幅Ｗ２よりも大きくなるように構成されて
いる。ここで、各表示領域５１ａ～５３ａの矢印Ｙ方向の幅Ｗ５は、互いに等しい。この
ため、表示領域５３ａは、矢印Ｘ方向の幅Ｗ１が、表示領域５１ａおよび５２ａの矢印Ｘ
方向の幅Ｗ２よりも大きい分だけ、面積（開口率）が大きくなるように構成されている。
【００２４】
　また、第１実施形態では、ブラックマトリクス２１は、青色のサブ画素５３と平面視で
重なる遮光領域２１ａと、赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５２と平面視でそれ
ぞれ重なる遮光領域２１ｂとを有している。これらの遮光領域２１ａおよび２１ｂは、そ
れぞれ矢印Ｘ方向（サブ画素５１～５３が隣接する方向）に延びる部分と、矢印Ｙ方向（
サブ画素５１～５３が隣接する方向と直交する方向）に延びる部分とを有する枠状に形成
されている。そして、平面的に見て、枠状の遮光領域２１ｂの矢印Ｙ方向に延びる部分の
矢印Ｘ方向の幅Ｗ４が、遮光領域２１ａの対応する矢印Ｙ方向に延びる部分の幅Ｗ３より
も大きくなるように形成されている。すなわち、赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画
素５２の表示領域５１ａおよび５２ａは、遮光領域２１ｂの矢印Ｙ方向に延びる部分の幅
Ｗ４が遮光領域２１ａの対応する部分の幅Ｗ３よりも大きくなるように形成されることに
よって、青色のサブ画素５３の表示領域５３ａの幅Ｗ１よりも小さい幅Ｗ２を有するよう
に調整されている。一方、平面的に見て、枠状の遮光領域２１ａおよび遮光領域２１ｂの
矢印Ｘ方向に延びる部分の幅Ｗ６は、互いに等しい。このように、第１実施形態では、ブ
ラックマトリクス２１を、赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５２を遮光する遮光
領域２１ｂの矢印Ｙ方向に延びる部分の幅Ｗ４が、青色のサブ画素５３の遮光領域２１ａ
の矢印Ｙ方向に延びる部分の幅Ｗ３よりも大きくなるように形成することによって、青色
のサブ画素５３の開口率（表示領域５３ａの面積）が赤色のサブ画素５１および緑色のサ
ブ画素５２の開口率（表示領域５１ａおよび５２ａの面積）よりも高くなるように調整さ
れている。なお、遮光領域２１ａおよび遮光領域２１ｂは、それぞれ、本発明の「第１遮
光領域」および「第２遮光領域」の一例である。
【００２５】
　また、第１実施形態では、各サブ画素５１～５３は、ブラックマトリクス２１による開
口率が調整された状態での画素５全体の輝度を落とすことなく、駆動電圧がそれぞれ調整
されることにより駆動電圧による透過率の調整が行われている。また、各サブ画素５１～
５３の駆動電圧による透過率の調整は、最大の透過率を得ることができる駆動電圧を基準
に最大階調時の駆動電圧を調整することにより、最大の透過率に対する最大階調時の透過
率の比である透過率比を調整することによって行われるように構成されている。具体的に
は、青色のサブ画素５３の最大階調時の透過率比が赤色および緑色のサブ画素５１および
５２の最大階調時の透過率比よりも高くなるように、サブ画素５１～５３の最大階調に対
応する駆動電圧Ｖ（図５参照）がそれぞれ調整されている。なお、駆動電圧Ｖ（透過率比
）の調整についての詳細は後述する。
【００２６】
　次に、サブ画素５１、５２および５３の詳細な断面構造を説明する。なお、第１実施形
態では、各サブ画素５１、５２および５３は、同一の構成を有する。図３に示すように、
ゲート電極６ａおよびＴＦＴ基板１の矢印Ｚ１方向の表面上には、ＳｉＮ膜またはＳｉＯ

２膜からなるゲート絶縁膜１１ａを含む絶縁膜１１が形成されている。このゲート絶縁膜
１１ａを介してゲート電極６ａと平面的に見て重なるように下層のａ－Ｓｉ層と、上層の
ｎ型の導電性を有するｎ＋Ｓｉ層との２層構造（図示せず）からなる半導体層１２が形成
されている。
【００２７】
　また、半導体層１２の表面上には、ゲート電極６ａおよび半導体層１２と平面的に見て
重なるようにソース電極７ａおよびドレイン電極１３が形成されている。また、平面的に
見て、ソース電極７ａとドレイン電極１３とに挟まれる半導体層１２の領域には、上層の
ｎ＋Ｓｉ層が除去されて下層のａ－Ｓｉ層によりチャネル領域１２ａが形成されている。
【００２８】
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　また、薄膜トランジスタ８は、ゲート電極６ａ、ゲート絶縁膜１１ａ、半導体層１２、
ソース電極７ａおよびドレイン電極１３から構成されている。この薄膜トランジスタ８の
ソース電極７ａは、ソース線７（図２参照）に電気的に接続されている。
【００２９】
　また、ソース電極７ａ、ドレイン電極１３および絶縁膜１１を覆うように、ＳｉＮ膜か
らなる層間絶縁膜１４が形成されている。この層間絶縁膜１４には、コンタクトホール１
４ａが形成されている。また、層間絶縁膜１４の表面上には、有機膜からなる平坦化膜１
５が形成されている。この平坦化膜１５には、コンタクトホール１４ａと貫通するように
コンタクトホール１５ａが形成されている。また、平坦化膜１５の表面上には、画素電極
１６が形成されている。この画素電極１６は、各サブ画素５１～５３毎に設けられており
、画素電極１６は、コンタクトホール１４ａおよび１５ａを介して、ドレイン電極１３と
電気的に接続されている。画素電極１６および平坦化膜１５のそれぞれの表面上には、Ｓ
ｉＮ膜からなる絶縁膜１７が形成されている。また、絶縁膜１７の表面上には共通電極１
８が形成されている。共通電極１８には、図２に示すように、複数のスリット１８ａ（開
口部）が形成されている。このように、画素電極１６と共通電極１８とに電圧を印加する
ことにより、絶縁膜１７の上下に位置する画素電極１６と共通電極１８との間で横電界を
発生させるＦＦＳ方式によって、液晶表示装置１００が駆動されるように構成されている
。
【００３０】
　第１実施形態では、図２に示すように、各サブ画素５１～５３の矢印Ｘ方向側の境界部
分（外縁部）近傍に共通電極１８の複数のスリット１８ａの端部１８ｂが多数配置されて
いる。ここで、ブラックマトリクス２１は、平面的に見て、赤色のサブ画素５１および緑
色のサブ画素５２の境界部分近傍において、各スリット１８ａの端部１８ｂを遮光領域２
１ｂが覆うように形成されている。一方、各スリット１８ａの端部１８ｂは、平面的に見
て、青色のサブ画素５３の境界部分ではブラックマトリクス２１の遮光領域２１ａには覆
われることなく、表示領域５３ａ内に配置されている。つまり、ブラックマトリクス２１
は、サブ画素５１および５２の境界部分（外縁部）近傍の、複数のスリット１８ａの端部
１８ｂが多く配置される側（矢印Ｘ方向側）を遮光領域２１ｂが覆うように形成されてい
る。
【００３１】
　また、図３に示すように、共通電極１８および絶縁膜１７の表面上には、ポリイミド（
ＰＩ）などの有機膜からなる配向膜１９が形成されている。一方、ＴＦＴ基板１の矢印Ｚ
２方向側の表面上には、偏光板２０が設けられている。
【００３２】
　また、対向基板２のＴＦＴ基板１側（矢印Ｚ２方向側）の表面上には、ブラックマトリ
クス２１が形成されている。また、対向基板２およびブラックマトリクス２１のＴＦＴ基
板１側（矢印Ｚ２方向側）の表面上には、カラーフィルター２２が形成されている。また
、ブラックマトリクス２１およびカラーフィルター２２の表面上には、光硬化性樹脂など
からなるオーバーコート層２３が形成されている。オーバーコート層２３の表面上には、
ポリイミド（ＰＩ）などの有機膜からなる配向膜２４が形成されている。一方、対向基板
２の矢印Ｚ１方向側の表面上には、偏光板２５が設けられている。
【００３３】
　また、ＴＦＴ基板１側の配向膜１９と対向基板２側の配向膜２４との間には、液晶層３
０が封入されている。そして、ＴＦＴ基板１と対向するようにバックライト３１が設けら
れており、ＴＦＴ基板１側から対向基板２側（矢印Ｚ１方向側）に向かってバックライト
３１から光が出射されるように構成されている。
【００３４】
　次に、各サブ画素５１～５３の開口率の調整および駆動電圧Ｖによる透過率の調整につ
いて説明する。なお、液晶表示装置１００は、図４に示すように、各サブ画素５１～５３
を最大階調で駆動した場合（白色表示）に、表示色が黄色味を帯びると仮定する。また、
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調整前の状態で各サブ画素５１～５３の表示領域５１ａ～５３ａは全て矢印Ｘ方向の幅Ｗ
１および矢印Ｙ方向の幅Ｗ５を有し、各サブ画素５１～５３の開口率は、全て等しい。こ
の表示領域の幅Ｗ１の状態を開口率の最大値（１００％）として、以下では各サブ画素５
１～５３の開口率を最大値に対する割合（％）で説明する。また、調整前の状態で、各サ
ブ画素５１～５３の最大階調に対応する駆動電圧Ｖは、透過率比が９５％となる電圧Ｖ０
（図５参照）に設定されている。
【００３５】
　ここで、透過率比とは、各サブ画素５１～５３の最大の透過率に対する最大階調時の透
過率の比である。図５に示すように、ノーマリーブラック方式の液晶表示装置１００にお
いて、液晶層３０は印加される駆動電圧Ｖが大きくなるにつれて透過率（透過率比）が大
きくなる。そして、液晶層３０は、所定の駆動電圧Ｖ１で透過率（透過率比）が最大値と
なる。つまり、透過率比とは、この透過率が最大となる点Ｐ（駆動電圧Ｖ１）における透
過率（最大透過率）を１００％として、最大透過率に対する最大階調時の駆動電圧Ｖにお
ける透過率の割合（％）を示したものである。
【００３６】
　第１実施形態では、図６に示すように、まず、ブラックマトリクス２１（図２参照）に
よって、表示領域５１ａおよび５２ａの矢印Ｘ方向の幅をＷ２（＜Ｗ１）とすることによ
り、赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５２の開口率が図４の１００％から９０％
になるよう調整される。なお、青色のサブ画素５３は、表示領域５３ａが幅Ｗ１を有する
ため、開口率調整前の状態と等しい１００％の開口率を有する。これにより、黄色の補色
である青色のサブ画素５３の透過率が赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５２の透
過率に対して相対的に高くなることにより、白色表示時における黄色味が減少する。
【００３７】
　次に、第１実施形態では、最大階調時（白色表示）の駆動電圧Ｖを調整することにより
、青色のサブ画素５３の透過率比を赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５２の透過
率比よりも高くなるように調整する。具体的には、図５および図６に示すように、青色の
サブ画素５３について、透過率比を調整前の９５％（駆動電圧Ｖ０）から、１００％（駆
動電圧Ｖ１）となるように調整する。一方、赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５
２について、透過率比を調整前の９５％（駆動電圧Ｖ０）から、９４％（駆動電圧Ｖ２）
となるように調整する。これにより、黄色の補色である青色のサブ画素５３の透過率比が
赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５２の透過率比に対して高くなるので、白色表
示時（最大階調時）における黄色味が減少する。
【００３８】
　また、第１実施形態では、駆動電圧Ｖによる透過率の調整は、開口率調整後の画素５全
体の輝度を落とすことなく行われるように構成されている。ここで、各サブ画素５１～５
３の透過率調整前の透過率比９５％の状態（図４参照）と比較すると、赤色のサブ画素５
１および緑色のサブ画素５２の透過率比を９４％とすることにより、赤色のサブ画素５１
および緑色のサブ画素５２の透過率比がそれぞれ１％ずつ低下している。一方、青色のサ
ブ画素５３の透過率比を１００％とすることにより、青色のサブ画素５３の透過率比が５
％上昇している。このように、青色のサブ画素５３の透過率比の上昇量（５％）以下の調
整幅で赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５２の透過率比を低く（合計２％）する
ことにより、画素５全体としては、開口率調整後の状態と比較して、輝度が低下しないよ
うに構成されている。なお、実際には各色の視感度を考慮することにより、画素５全体と
しては略同等の輝度が得られる。
【００３９】
　また、開口率および駆動電圧Ｖの調整においては、駆動電圧Ｖの調整による画素５全体
の輝度調整量が、サブ画素５１～５３の開口率の調整による画素５全体の輝度調整量より
も小さくなるように構成されている。つまり、サブ画素５１～５３の駆動電圧Ｖの調整に
よる透過率比の調整量（サブ画素５１および５２について－１％、サブ画素５３について
＋５％）に起因する画素５の輝度調整量が、赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５
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２の開口率の調整（合計２０％）に起因する画素５の輝度調整量よりも小さくなるように
構成されている。これにより、各サブ画素５１～５３の最大階調時の駆動電圧Ｖ１（サブ
画素５３）およびＶ２（サブ画素５１および５２）の差が大きくなるのを抑制するように
構成されている。また、このように構成することによって、開口率（表示領域５１ａ～５
３ａの面積）の調整が製造時の誤差などにより設計値と差異がある場合にも、各サブ画素
５１～５３の最大階調に対応する駆動電圧Ｖをそれぞれ調整することにより、白色表示時
（最大階調）における各表示色のバランスを調整することが可能である。
【００４０】
　第１実施形態では、上記のように、青色のサブ画素５３の開口率（１００％）が、赤色
のサブ画素５１および緑色のサブ画素５２の開口率（９０％）よりも高くなるように開口
率を調整した後、各サブ画素５１～５３の駆動電圧Ｖをそれぞれ調整することにより駆動
電圧Ｖによる透過率（比）の調整を行うことによって、各サブ画素５１～５３の面積（開
口率）の調整のみを行う場合と比較して、白色表示時（最大階調時）の各表示色のバラン
ス調整をより精度良く行うことができる。また、開口率調整後の画素５の輝度を落とすこ
となく、駆動電圧Ｖによる各サブ画素５１～５３の透過率（比）の調整を行うことによっ
て、開口率および透過率の両方を調整した場合にも、画素５全体としての輝度低下を抑制
することができる。
【００４１】
　また、第１実施形態では、上記のように、青色のサブ画素５３の透過率比を９５％から
１００％に上昇させるとともに、青色のサブ画素５３の透過率比の上昇量（５％）以下の
調整幅で赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５２の最大階調時の透過率比を９５％
から９４％に低下させるように駆動電圧Ｖを調整することにより、青色のサブ画素５３の
透過率比の上昇量が赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５２の透過率比の低下量以
上となるので、開口率調整後の画素５全体の輝度を落とすことなく駆動電圧Ｖによる透過
率の調整を行うことができる。
【００４２】
　また、第１実施形態では、上記のように、各サブ画素５１～５３の最大階調に対応する
駆動電圧Ｖの調整による画素５全体の輝度調整量を、各サブ画素５１～５３の開口率の調
整による画素５全体の輝度調整量よりも小さくなるように構成することによって、開口率
の調整によって表示色のバランスを大まかに調整した後、駆動電圧Ｖの調整によって微調
整を行うことができる。これにより、駆動電圧Ｖの調整による画素５全体の輝度調整量が
大きい場合と異なり、青色のサブ画素５３と赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５
２との最大階調時の駆動電圧Ｖの差が大きくなるのを抑制することができる。
【００４３】
　また、第１実施形態では、上記のように、サブ画素５３（第１サブ画素）を、青色のカ
ラーフィルター２２に対応させるとともに、サブ画素５１およびサブ画素５２（第２サブ
画素）を、赤色および緑色のカラーフィルター２２のそれぞれに対応させることによって
、白色の表示色が黄色味を帯びる場合に、黄色の補色である青色のサブ画素５３の開口率
（透過率）を赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５２の開口率（透過率）に対して
相対的に高くすることができるので、黄色味を帯びた表示色を白色にすることができる。
【００４４】
　また、第１実施形態では、上記のように、ブラックマトリクス２１を、枠状の遮光領域
２１ｂの矢印Ｙ方向に延びる部分の幅Ｗ４が、遮光領域２１ａの対応する矢印Ｙ方向に延
びる部分の幅Ｗ３よりも大きくなるように形成することによって、容易に、遮光領域２１
ａと重なる青色のサブ画素５３の開口率を、遮光領域２１ｂと重なる赤色のサブ画素５１
および緑色のサブ画素５２の開口率よりも高くなるように調整することができる。
【００４５】
　また、第１実施形態では、上記のように、ブラックマトリクス２１を、平面的に見て、
赤色のサブ画素５１および緑色のサブ画素５２の境界部分（外縁部）近傍の、共通電極１
８の複数のスリット１８ａの端部１８ｂが多く配置される側を遮光領域２１ｂが覆うよう
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に形成することによって、視野角の広いＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃ
ｈｉｎｇ）方式の液晶表示装置１００において、ディスクリネーション（欠陥領域）が発
生しやすいスリット１８ａの端部１８ｂを遮光することにより表示品質を向上させること
ができる。一方、スリット１８ａの端部１８ｂ周辺は、ディスクリネーション（欠陥領域
）に起因して設計通りの開口率を得にくい。この場合にも、開口率調整後に駆動電圧Ｖに
よる各サブ画素５１～５３の透過率比の調整を行うことができるので、表示品質を向上さ
せながら、白色表示時（最大階調時）の各表示色のバランス調整を精度良く行うことがで
きる。
【００４６】
（第２実施形態）
　次に、図７および図８を参照して、本発明の第２実施形態について説明する。この第２
実施形態では、上記第１実施形態と異なり、赤色のサブ画素２５１と緑色のサブ画素２５
２との開口率および透過率比を青色のサブ画素２５３の開口率および透過率比よりも高く
なるように構成した液晶表示装置２００について説明する。なお、第２実施形態における
液晶表示装置２００は、図４に示す調整前の状態で、各サブ画素２５１～２５３を最大階
調で駆動した場合（白色表示時）に、表示色が青色味を帯びる場合について説明する。
【００４７】
　第２実施形態による液晶表示装置２００では、図８に示すように、赤色のサブ画素２５
１および緑色のサブ画素２５２の開口率が、青色のサブ画素２５３の開口率よりも高くな
るように調整されている。具体的には、図７に示すように、サブ画素２５１および２５２
の表示領域２５１ａおよび２５２ａの矢印Ｘ方向の幅Ｗ１は、サブ画素２５３の表示領域
２５３ａの幅Ｗ２よりも大きくなるように構成されている。ここで、各表示領域２５１ａ
～２５３ａの矢印Ｙ方向の幅Ｗ５は、互いに等しい。このため、表示領域２５１ａおよび
２５２ａの矢印Ｘ方向の幅Ｗ１が、表示領域２５３ａの矢印Ｘ方向の幅Ｗ２よりも大きい
分だけ、表示領域の面積（開口率）が大きくなるように構成されている。なお、赤色のサ
ブ画素２５１および緑色のサブ画素２５２は、それぞれ、本発明の「第１サブ画素」の一
例である。また、青色のサブ画素２５３は、本発明の「第２サブ画素」の一例である。
【００４８】
　具体的には、図８に示すように、表示領域２５３ａの矢印Ｘ方向の幅をＷ２（＜Ｗ１）
とすることにより、図４に示す調整前の状態（幅Ｗ１）における開口率を１００％とした
場合に、青色のサブ画素２５３の開口率が９０％になるよう調整されている。なお、赤色
のサブ画素２５１および緑色のサブ画素２５２は、表示領域２５１ａおよび２５２ａが幅
Ｗ１を有するため、調整前の状態（幅Ｗ１）と等しい１００％の開口率を有する。これに
より、開口率調整前の状態で各サブ画素２５１～２５３を最大階調で駆動した場合（白色
表示）で、表示色（白）が青色味を帯びる場合に、赤色のサブ画素２５１および緑色のサ
ブ画素２５２の透過率が青色のサブ画素２５３の透過率に対して相対的に高くなることに
より、白色表示時における青色味が減少するように構成されている。
【００４９】
　また、図７に示すように、第２実施形態では、ブラックマトリクス２２１は、平面的に
見て、青色のサブ画素２５３と重なる枠状の遮光領域２２１ｂと、赤色のサブ画素２５１
および緑色のサブ画素２５２とそれぞれ重なる枠状の遮光領域２２１ａとを有している。
そして、枠状の遮光領域２２１ｂの矢印Ｙ方向に延びる部分の幅Ｗ４が、枠状の遮光領域
２２１ａの対応する部分（矢印Ｙ方向に延びる部分）の幅Ｗ３よりも大きくなるように形
成することによって、赤色のサブ画素２５１および緑色のサブ画素２５２の開口率が青色
のサブ画素２５３の開口率よりも高くなるように構成されている。したがって、青色のサ
ブ画素２５３の表示領域２５３ａは、遮光領域２２１ｂの矢印Ｙ方向に延びる部分の幅Ｗ
４が遮光領域２２１ａの対応する部分の幅Ｗ３よりも大きくなるように形成されることに
よって、サブ画素２５１の表示領域２５１ａおよびサブ画素２５２の表示領域２５２ａの
幅Ｗ１よりも小さい幅Ｗ２となるように調整されている。一方、平面的に見て、枠状の遮
光領域２２１ａおよび遮光領域２２１ｂの矢印Ｘ方向に延びる部分の幅Ｗ６は、互いに等
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しい。なお、ブラックマトリクス２２１は、本発明の「ブラックマトリクス膜」の一例で
ある。また、遮光領域２２１ａおよび遮光領域２２１ｂは、それぞれ、本発明の「第１遮
光領域」および「第２遮光領域」の一例である。
【００５０】
　また、平面的に見て、各サブ画素２５１～２５３の矢印Ｘ方向側の境界部分（外縁部）
近傍には、共通電極１８の複数のスリット１８ａの端部１８ｂが多数配置されている。こ
こで、ブラックマトリクス２２１は、平面的に見て、青色のサブ画素２５３の境界部分近
傍において、各スリット１８ａの端部１８ｂを遮光領域２２１ｂが覆うように構成されて
いる。一方、各スリット１８ａの端部１８ｂは、平面的に見て、赤色のサブ画素２５１お
よび緑色のサブ画素２５２において、遮光領域２２１ａには覆われることなく、それぞれ
表示領域２５１ａおよび２５２ａ内に配置されている。つまり、ブラックマトリクス２２
１は、サブ画素２５３の境界部分（外縁部）近傍の、複数のスリット１８ａの端部１８ｂ
が多く配置される側（矢印Ｘ方向側）を遮光領域２２１ｂが覆うように形成されている。
【００５１】
　また、第２実施形態では、各サブ画素２５１～２５３は、最大階調時（白色表示）の駆
動電圧Ｖを調整することにより、赤色のサブ画素２５１および緑色のサブ画素２５２の透
過率比を青色のサブ画素２５３の透過率比よりも高くなるように調整されている。具体的
には、図８に示すように、赤色のサブ画素２５１および緑色のサブ画素２５２について、
透過率比をそれぞれ調整前の９５％（図４参照）から９８％となるように調整する。一方
、青色のサブ画素２５３について、最大階調時の透過率比を調整前の９５％（図４参照）
から、９０％となるように調整する。これにより、赤色のサブ画素２５１および緑色のサ
ブ画素２５２の透過率比が青色のサブ画素２５３の透過率比に対して相対的に高くなるこ
とにより、白色表示時（最大階調時）における青色味が減少するように構成されている。
【００５２】
　また、駆動電圧Ｖによる透過率の調整は、開口率調整後の画素５全体の輝度を落とすこ
となく行われるように構成されている。ここで、各サブ画素２５１～２５３の透過率調整
前の透過率比９５％の状態（図４参照）と比較すると、赤色のサブ画素２５１および緑色
のサブ画素２５２の透過率比を９８％とすることにより、赤色のサブ画素２５１および緑
色のサブ画素２５２の透過率比がそれぞれ３％ずつ上昇している。一方、青色のサブ画素
２５３の透過率比を９５％から９０％とすることにより、青色のサブ画素２５３の透過率
比が５％低下している。このように、赤色のサブ画素２５１および緑色のサブ画素２５２
の透過率比の上昇量（合計６％）以下の調整幅で青色のサブ画素２５３の透過率比を低く
（５％）することにより、画素５全体としては、開口率調整後の状態と比較して、輝度が
上昇するように構成されている。なお、各色の視感度を考慮した場合にも、画素５全体と
しては輝度が上昇する。ただし、各サブ画素２５１～２５３の最大階調に対応する駆動電
圧Ｖの差は、大きくなる。
【００５３】
　なお、第２実施形態のその他の構成は、上記第１実施形態と同様である。
【００５４】
　第２実施形態では、上記のように、サブ画素２５１およびサブ画素２５２（第１サブ画
素）を、赤色および緑色のカラーフィルター２２にそれぞれ対応するとともに、サブ画素
２５３（第２サブ画素）を、青色のカラーフィルター２２に対応させることによって、白
色の表示色が青色味を帯びる場合に、赤色のサブ画素２５１および緑色のサブ画素２５２
の開口率（透過率）を青色のサブ画素２５３の開口率（透過率）に対して相対的に高くす
ることができるので、青色味を帯びた表示色を白色にすることができる。
【００５５】
　また、第２実施形態では、上記のように、赤色のサブ画素２５１および緑色のサブ画素
２５２の透過率比をそれぞれ９５％から９８％に上昇させるとともに、赤色のサブ画素２
５１および緑色のサブ画素２５２の透過率比の上昇量（合計６％）以下の調整幅で青色の
サブ画素２５３の透過率比を９５％から９０％に低下させるように駆動電圧Ｖを調整する
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ことにより、赤色のサブ画素２５１および緑色のサブ画素２５２の透過率比の上昇量が青
色のサブ画素２５３の透過率比の低下量以上となるので、各色の視感度を考慮した場合に
、開口率調整後の画素５全体の輝度を上昇させながら駆動電圧Ｖによる透過率の調整を行
うことができる。
【００５６】
　なお、第２実施形態のその他の効果は、上記第１実施形態と同様である。
【００５７】
（第３実施形態）
　次に、図９を参照して、本発明の第３実施形態について説明する。この第３実施形態で
は、平面的に見て、ブラックマトリクス２１の枠状の遮光領域（２１ａ、２１ｂ）の矢印
Ｙ方向に延びる部分の幅（Ｗ３、Ｗ４）を調整した上記第１実施形態と異なり、ブラック
マトリクス３２１の枠状の遮光領域（３２１ａ、３２１ｂ）の矢印Ｘ方向に延びる部分の
幅（Ｗ６、Ｗ８）を調整した液晶表示装置３００について説明する。なお、ブラックマト
リクス３２１は、本発明の「ブラックマトリクス膜」の一例である。また、遮光領域３２
１ａおよび遮光領域３２１ｂは、それぞれ、本発明の「第１遮光領域」および「第２遮光
領域」の一例である。
【００５８】
　第３実施形態による液晶表示装置３００では、図９に示すように、ブラックマトリクス
３２１は、平面的に見て、青色のサブ画素３５３と重なる遮光領域３２１ａと、赤色のサ
ブ画素３５１および緑色のサブ画素３５２とにそれぞれ重なる遮光領域３２１ｂとを有す
る。また、遮光領域３２１ａと遮光領域３２１ｂとは、それぞれ矢印Ｘ方向（サブ画素３
５１～３５３の隣接する方向）に延びる部分と矢印Ｙ方向（サブ画素３５１～３５３の隣
接する方向と直交する方向）に延びる部分とを有する枠状に形成されている。ここで、第
３実施形態では、枠状の遮光領域３２１ｂの矢印Ｘ方向に延びる部分の幅Ｗ８が、枠状の
遮光領域３２１ａの対応する部分（矢印Ｘ方向に延びる部分）幅Ｗ６よりも大きくなるよ
うに形成されている。すなわち、赤色のサブ画素３５１および緑色のサブ画素３５２の表
示領域３５１ａおよび３５２ａは、それぞれ、遮光領域３２１ｂの矢印Ｘ方向に延びる部
分の幅Ｗ８が遮光領域３２１ａの対応する部分の幅Ｗ６よりも大きくなるように形成され
ることによって、青色のサブ画素３５３の表示領域３５３ａの幅Ｗ５よりも小さい幅Ｗ７
を有するように調整されている。一方、平面的に見て、枠状の遮光領域３２１ａおよび遮
光領域３２１ｂの矢印Ｙ方向に延びる部分の幅Ｗ３は、それぞれ等しい。なお、青色のサ
ブ画素３５３は、本発明の「第１サブ画素」の一例である。また、赤色のサブ画素３５１
および緑色のサブ画素３５２は、それぞれ、本発明の「第２サブ画素」の一例である。
【００５９】
　また、各サブ画素３５１～３５３の表示領域３５１ａ～３５３ａの矢印Ｘ方向の幅Ｗ１
は、互いに等しい。このため、表示領域３５３ａの矢印Ｙ方向の幅Ｗ５が表示領域３５１
ａおよび３５２ａの幅Ｗ７よりも大きい分だけ、青色のサブ画素３５３の開口率が赤色の
サブ画素３５１および緑色のサブ画素３５２の開口率よりも高くなるように構成されてい
る。したがって、第３実施形態では、赤色のサブ画素３５１および緑色のサブ画素３５２
と重なる遮光領域３２１ｂの矢印Ｘ方向に延びる部分の幅Ｗ８が、青色のサブ画素３５３
と重なる遮光領域３２１ａの対応する部分の幅Ｗ６（矢印Ｘ方向に延びる部分の幅）より
も大きくなるように形成することによって、青色のサブ画素３５３の開口率が赤色のサブ
画素３５１および緑色のサブ画素３５２の開口率よりも高くなるように構成されている。
【００６０】
　また、第３実施形態では、各サブ画素３５１～３５３の矢印Ｙ方向側の境界部分（外縁
部）近傍に配置される共通電極１８のスリット１８ａの端部１８ｂの数は、矢印Ｘ方向側
の境界部分近傍と比較して少ない。そして、ブラックマトリクス３２１は、平面的に見て
、赤色のサブ画素３５１および緑色のサブ画素３５２の遮光領域３２１ｂの矢印Ｘ方向に
延びる部分の幅Ｗ８が、青色のサブ画素３５３の遮光領域３２１ａの対応する部分の幅Ｗ
６よりも大きくなるように形成されることによって、赤色のサブ画素３５１および緑色の
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サブ画素３５２の矢印Ｙ方向側の境界部分近傍において、各スリット１８ａの端部１８ｂ
を遮光領域３２１ｂが覆うように形成されている。このように、第３実施形態では、ブラ
ックマトリクス３２１は、平面的に見て、赤色のサブ画素３５１および緑色のサブ画素３
５２の境界部分（外縁部）近傍の、各スリット１８ａの端部１８ｂが多く配置される側と
は異なる側（矢印Ｙ方向側）を遮光領域３２１ｂが覆うように形成されている。
【００６１】
　なお、第３実施形態のその他の構成は、上記第１実施形態と同様である。
【００６２】
　第３実施形態では、上記のように、枠状の遮光領域３２１ｂの矢印Ｘ方向に延びる部分
の幅Ｗ８が、枠状の遮光領域３２１ａの対応する矢印Ｘ方向に延びる部分の幅Ｗ６よりも
大きくすることによって、容易に、遮光領域３２１ａと重なる青色のサブ画素３５３の開
口率を、遮光領域３２１ｂと重なる赤色のサブ画素３５１および緑色のサブ画素３５２の
開口率よりも高くなるように調整することができる。
【００６３】
　また、第３実施形態では、上記のように、ブラックマトリクス３２１を、平面的に見て
、赤色のサブ画素３５１および緑色のサブ画素３５２の境界部分近傍の、各スリット１８
ａの端部１８ｂが多く配置される側とは異なる側（矢印Ｙ方向側）を遮光領域３２１ｂが
覆うように形成することによって、ディスクリネーション（欠陥領域）が発生しやすいス
リット１８ａの端部１８ｂが多く配置される側（矢印Ｘ方向側）とは異なるディスクリネ
ーションが発生しにくい側（矢印Ｙ方向側）を覆うことにより、スリット１８ａの端部１
８ｂが多く配置される側（矢印Ｘ方向側）を覆う場合と比較して、容易に開口率を設計値
に近づけることができる。このため、開口率調整が容易となるので、駆動電圧Ｖによる各
サブ画素３５１～３５３の透過率比の調整量を抑制することができる。これにより、青色
のサブ画素３５３と赤色のサブ画素３５１および緑色のサブ画素３５２との最大階調時の
駆動電圧Ｖの差が大きくなるのを抑制しながら、白色表示時（最大階調時）の各表示色の
バランス調整を精度良く行うことができる。
【００６４】
　なお、第３実施形態のその他の効果は、上記第１実施形態と同様である。
【００６５】
　次に、図１０～図１２を参照して、本発明の第１～第３実施形態に示した液晶表示装置
１００、２００および３００を用いた第１～第３の例による電子機器について説明する。
【００６６】
　本発明の第１～第３実施形態による液晶表示装置１００、２００および３００は、図１
０～図１２に示すように、第１の例によるＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）
４００、第２の例による携帯電話５００、および、第３の例による情報携帯端末（ＰＤＡ
：Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）６００などに用いること
が可能である。なお、ＰＣ４００、携帯電話５００および情報携帯端末６００は、それぞ
れ、本発明の「電子機器」の一例である。また、図１０の第１の例によるＰＣ４００にお
いては、タッチパネル形式のキーボード４００ａなどの入力部および表示画面４００ｂな
どに本発明の第１～第３実施形態による液晶表示装置１００、２００および３００を用い
ることが可能である。図１１の第２の例による携帯電話５００においては、表示画面５０
０ａに本発明の第１～第３実施形態による液晶表示装置１００、２００および３００が用
いられる。また、図１２の第３の例による情報携帯端末６００においては、表示画面６０
０ａに本発明の第１～第３実施形態による液晶表示装置１００、２００および３００が用
いられる。これにより、白色表示時（最大階調時）の各表示色のバランス調整を精度良く
行うことが可能な液晶表示装置１００、２００および３００を備えるＰＣ４００、携帯電
話５００および情報携帯端末６００を得ることができる。
【００６７】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではない。
本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範囲によって示され、さら
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に特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれる。
【００６８】
　たとえば、上記第１～第３実施形態では、液晶表示装置１００、２００および３００（
液晶層３０）を、オフ電圧を印加した状態で光を透過しないノーマリーブラック方式によ
り構成した例を示したが、本発明はこれに限らず、液晶表示装置（液晶層）を、オフ電圧
を印加した状態で光を透過するノーマリーホワイト方式により構成してもよい。この場合
、透過率比を高くするサブ画素（本発明の第１サブ画素）の最大階調に対応する駆動電圧
が、透過率比を低くするサブ画素（本発明の第２サブ画素）の最大階調に対応する駆動電
圧よりも低くなるように調整すればよい。このように構成すれば、ノーマリーホワイト方
式の場合にも、上記第１および第２実施形態と同様に、開口率調整後の画素全体の輝度を
落とすことなく、透過率比を高くするサブ画素（本発明の第１サブ画素）の透過率比が透
過率比を低くするサブ画素（本発明の第２サブ画素）の透過率比よりも高くなるように調
整することができる。
【００６９】
　また、上記第１および第２実施形態では、１つの画素が赤色、緑色および青色のそれぞ
れに対応する３つのサブ画素を含むように構成した例を示したが、本発明はこれに限らず
、画素は、たとえばシアンなどの赤色、緑色および青色以外の色に対応したサブ画素を含
むように構成してもよい。また、１つの画素が、４つ以上のサブ画素を含むように構成し
てもよい。
【００７０】
　また、上記第１実施形態では、調整前の状態の各サブ画素の開口率と比較して、青色の
サブ画素５３の開口率が１００％、緑色のサブ画素５２の開口率が９０％、赤色のサブ画
素５１の開口率が９０％となるように構成し、上記第２実施形態では、青色のサブ画素２
５３の開口率が９０％、緑色のサブ画素２５２および赤色のサブ画素２５１の開口率が１
００％となるように構成した例を示したが、本発明はこれに限らず、青色のサブ画素の開
口率と、赤色のサブ画素の開口率と、緑色のサブ画素の開口率とは、上記の値とは異なる
値となるように構成されていてもよい。各サブ画素の開口率は、白色表示時の表示色のバ
ランスの調整量に応じて、開口率を高くするサブ画素（本発明の第１サブ画素）の開口率
が開口率を低くするサブ画素（本発明の第２サブ画素）の開口率よりも高くなるように構
成すればよい。
【００７１】
　また、上記第１実施形態では、最大階調時（白色表示時）において、青色のサブ画素５
３の透過率比が１００％、緑色のサブ画素５２および赤色のサブ画素５１の透過率比が９
４％となるように構成し、上記第２実施形態では、青色のサブ画素２５３の透過率比が９
０％、緑色のサブ画素２５２および赤色のサブ画素２５１の透過率比が約９８％となるよ
うに構成した例を示したが、本発明はこれに限らず、青色のサブ画素の透過率比と、赤色
のサブ画素の透過率比と、緑色のサブ画素の透過率比とは、上記の値とは異なる値となる
ように構成されていてもよい。各サブ画素の透過率比は、白色表示時の表示色のバランス
の調整量に応じて、透過率比を高くするサブ画素（本発明の第１サブ画素）の透過率比が
透過率比を低くするサブ画素（本発明の第２サブ画素）の透過率比よりも高くなるように
構成すればよい。
【００７２】
　また、上記第１実施形態では、本発明の第１サブ画素を青色に対応させ、本発明の第２
サブ画素を赤色および緑色に対応させるように構成し、上記第２実施形態では、本発明の
第１サブ画素を赤色および緑色に対応させ、本発明の第２サブ画素を青色に対応させるよ
うに構成した例を示したが、本発明はこれに限らず、たとえば、本発明の第１サブ画素を
赤色（本発明の第２サブ画素を青色および緑色）、または緑色（本発明の第２サブ画素を
赤色および青色）に対応させてもよい。また、たとえば、本発明の第１サブ画素を青色に
対応させるとともに、本発明の第２サブ画素を赤色または緑色のいずれか一方のみに対応
させる構成であってもよい。液晶表示装置の調整前の状態における白色表示時の各表示色
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のバランスが、所望のバランス（白色色度）となるようにサブ画素に対応させる色を設定
すればよい。
【００７３】
　また、上記第１および第２実施形態では、ブラックマトリクスによる枠状の遮光領域の
うち、矢印Ｙ方向に延びる部分の幅を変更することにより、各サブ画素の開口率を調整し
、上記第３実施形態では、ブラックマトリクスによる枠状の遮光領域のうち、の矢印Ｘ方
向に延びる部分の幅を変更することにより、各サブ画素の開口率を調整した例を示したが
、本発明はこれに限らず、ブラックマトリクスによる枠状の遮光領域の矢印Ｘ方向に延び
る部分と、矢印Ｙ方向に延びる部分との両方の幅を変更することにより、各サブ画素の開
口率を調整してもよい。また、ブラックマトリクスとは別個の遮光膜により各サブ画素の
開口率を調整してもよい。
【００７４】
　また、上記第１および第２実施形態では、共通電極に複数のスリットが設けられている
例を示したが、本発明はこれに限らず、複数のスリットが設けられるのは、画素電極であ
ってもよい。
【符号の説明】
【００７５】
１　ＴＦＴ基板（第１基板）　　　２　対向基板（第２基板）　　　５　画素　　　８　
薄膜トランジスタ　　　１６　画素電極　　　１７　絶縁膜　　　１８　共通電極　　　
１８ａ　スリット　　　１８ｂ　端部　　　２１、２２１、３２１　ブラックマトリクス
（ブラックマトリクス膜）　　　２１ａ、２２１ａ、３２１ａ　遮光領域（第１遮光領域
）　　　２１ｂ、２２１ｂ、３２１ｂ　遮光領域（第２遮光領域）　２２　カラーフィル
ター　　　３０　液晶層　　　５１、５２、２５３、３５１、３５２　サブ画素（第２サ
ブ画素）　５３、２５１、２５２、３５３　サブ画素（第１サブ画素）　　　１００、２
００、３００　液晶表示装置　　　４００　ＰＣ（電子機器）　　　５００　携帯電話（
電子機器）　　　６００　情報携帯端末（電子機器）
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